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用部を管理する権限を握っていた財政部が 2002 年 8 月、全面的な改革に着手し
た。以下、経緯を詳しく逐ってみたい。 
 全面的な改革の前段として、2001 年 8 月 10 日、金融再建基金は 36 の基層金
融機構（うち 29 が農会・漁会信用部）を接収した。政府はこの後、銀行の処理













































































た基層金融機構の処理によって、2002 年秋口には 400 億元しか残っていなかっ
た。それぞれ数百億元以上、必要となる中興銀行と高雄企銀の処理が控え、基金
は拡充を迫られていた。 
















小されていった。2003 年 3 月、財政部は 9086 億元まで減らすことに同意した。
しかし、野党、親民党の劉億如は、基金は不良債権の買い入れをすべきではなく、
約4000億元で十分であると主張、両者の差は依然として大きかった。5月、6800































































































 2001 年 6 月、金融持株会社法が成立したのに対応して、金融機関を総合的に
監督する金融監理委員会の設立が進められた。ところが、2002 年 1 月の立法院
では、野党が政党による委員の推薦、立法院による委員の承認を主張し、法案は
成立しなかった。2002 年 11 月には農会・漁会信用部改革の頓挫の余波を受け、
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野党によって審議が拒否された。2003 年 7 月、野党が立法院による承認権につ
いて譲歩し、法案はようやく立法院を通過し、今年7月1日に発足することが決
まった。野党が譲歩したのは、翌年の総統選挙で政権を奪回できると期待してい
たからだと考えられる。なお、委員の政党推薦は何時、譲歩したのか不明だが、
特定政党は委員の二分の一を超えてはならないという条項は、三分の一を超えて
はならないと修正された。経費は各金融機関から徴収することになった。 
 これから発足する金融監理委員会がどのように運営されるかは、金融という分
野を超えた意義を持つと考えられる。台湾ではあらゆる問題が過度に政治化され、
政党間の争いに巻き込まれる傾向がある。しかし、多くの問題は必ずしも政治化
される必要はなく、専門的な見地から議論されることが望ましい。金融に関する
問題の多くも基本的にそのような性格を持っている。したがって、金融監理委員
会が政治から距離を置いて自律的に運営されるかどうかは、台湾において適度な
脱政治化の進展を見る指標となり得ると考えられる。 
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